
地
域
と
未
来
を
守
る
た
め
の

医
療
・
介
護
緊
急
支
援
予
算

《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７

月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋
南
高

校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー

シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、

単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最

年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３

０
歳
、
帰
国
後
、
医
療
介
護
福
祉
の
世

界
に
。
医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
さ

わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。

２
０
１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年
第

４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認
で

立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か
ら
、

合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を
訴
え
、

３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ
ン
ト

の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０
２

２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
兼
復

興
大
臣
政
務
官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学

技
術
・
文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。

２
０
２
４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目

に
立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ

ン
ガ
ル
。
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政
府
は
２
０
２
５
年
度
補
正
予
算
に

お
い
て
、
「
医
療
・
介
護
等
支
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
と
し
て
約
１
兆
３
６
４
９
億

円
の
大
規
模
な
支
援
策
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。
医
療
・
介
護
の
現
場
に
身
を
置

く
も
の
と
し
て
、
「
今
、
な
ぜ
こ
の
補

正
予
算
が
必
要
か
」
を
解
説
し
ま
す
。

《
概
要
と
背
景
》

こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
地
域
の
医
療

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
崩
壊
す
る
の
を
防

ぐ
た
め
に
、
「
緊
急
か
つ
集
中
的
な
支

援
」
を
行
う
も
の
で
す
。
医
療
・
介
護

の
収
入
で
あ
る
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

は
国
が
決
め
る
公
定
価
格
で
固
定
さ
れ

て
い
る
一
方
、
物
価
・
光
熱
費
・
人
件

費
の
高
騰
で
支
出
だ
け
が
急
増
し
、
多

く
の
現
場
が
経
営
危
機
に
陥
っ
て
い
ま

す
。
す
で
に
病
棟
閉
鎖
や
廃
業
も
生
じ
、

最
近
の
あ
る
調
査
で
は
介
護
事
業
所
の

約
３
７
．
５
％
が
赤
字
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
支
援
策
》

医
療
分
野
で
約
１
兆
円
を
確
保
。
来

年
の
診
療
報
酬
改
定
ま
で
の
「
橋
渡

し
」
と
し
て
安
定
的
な
医
療
提
供
体
制

の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。
病
院
の
経

営
悪
化
と
人
材
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
賃

上
げ
支
援
に
加
え
、
光
熱
費
や
医
薬
品

価
格
の
高
騰
に
よ
る
負
担
を
軽
減
す
る

物
価
高
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
診
療

所
な
ど
無
床
の
医
療
機
関
に
は
、
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
維
持
に
も
配

慮
。
ま
た
、
高
度
医
療
を
担
う
大
学
病

院
へ
の
経
営
支
援
、
医
療
分
野
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
や
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み

の
支
援
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

介
護
分
野
で
は
約
３
２
０
０
億
円
を

確
保
。
深
刻
な
人
手
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
中
心

と
し
た
支
援
が
柱
。

併
せ
て
、
設
備
更
新
や
燃
料
費
・
施

設
維
持
経
費
の
補
助
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
・

業
務
効
率
化
支
援
を
通
じ
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
性
を
確
保
し
ま
す
。
職
場
環

境
改
善
の
取
り
組
み
（
労
働
時
間
改
善
、

研
修
、
離
職
防
止
策
な
ど
）
に
も
補
助

金
を
設
け
、
人
材
定
着
を
強
化
。

訪
問
介
護
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
居
宅
介
護
支
援
）
の
基
盤
確
保
の
た

め
、
同
行
支
援
の
充
実
、
訪
問
介
護
の

サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
整
備
、
中
山
間
地
域

で
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
訪
問
機
能
を
追

加
す
る
支
援
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
供
給
体
制
の
強
化
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

《
ま
と
め
》

今
回
の
補
正
は
、
あ
く
ま
で
医
療
・

介
護
の
崩
壊
を
避
け
る
「
緊
急
支
援
」

で
あ
り
、
持
続
的
な
制
度
改
善
は
次
期

の
診
療
・
介
護
報
酬
改
定
に
委
ね
ら
れ

て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
の
深
刻
な
経
営
危
機
を

踏
ま
え
れ
ば
、
補
正
予
算
に
よ
る
緊
急

支
援
や
、
今
後
の
診
療
・
介
護
報
酬
の

見
直
し
は
、
決
し
て
「
バ
ラ
マ
キ
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
・
介
護
と
い
う

社
会
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
た
め

の
“
命
綱
”
で
あ
り
、
国
と
自
治
体
が

果
た
す
べ
き
「
責
任
あ
る
支
援
」
と
位

置
づ
け
る
べ
き
で
す
。

私
は
現
職
時
代
か
ら
、
医
療
・
介
護

を
守
る
こ
と
は
、
地
域
の
命
と
安
心
、

暮
ら
し
、
そ
し
て
未
来
を
守
る
こ
と
だ

と
訴
え
て
き
ま
し
た
。

病
気
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

に
、
当
事
者
も
家
族
も
必
要
な
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
医

療
・
介
護
の
安
定
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
や
在

宅
で
の
医
療
・
介
護
連
携
の
強
化
、
そ

し
て
地
域
格
差
の
是
正
を
、
制
度
と
予

算
の
両
面
で
支
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

深
刻
な
人
手
不
足
の
中
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
た
先
端
技
術

へ
の
挑
戦
は
、
生
産
性
向
上
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
も
の
づ
く
り
産
業
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
世
界
的
に
高

齢
化
が
進
む
中
、
も
の
づ
く
り
の
強
み

を
持
つ
豊
橋
・
田
原
で
医
療
・
福
祉
機

器
や
介
護
分
野
の
技
術
革
新
を
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
が
こ
の
分

野
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
基
盤
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
も
、
こ
の
地
か
ら
デ
ジ
タ
ル
・
ヘ

ル
ス
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
し
、
医
療
・
介
護
を
持
続
可
能

な
も
の
と
し
、
全
て
の
皆
様
に
安
心
の

未
来
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

前
衆
議
院
議
員
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医療・介護等支援パッケージ

・病院
2024年度：医業赤字約75％・経常赤字約66％

・診療所（クリニック等）
まだ黒字を維持しているものの、利益率は悪化

・介護
特養・老健：平均収支差率がマイナス 通所介護：事業所の43.9％が赤字
社会福祉法人全体：約3割が赤字

資料解説
前衆議院議員山本左近

診療報酬とは？
→医療機関や薬局が提供する保険診療の対価として支払われる料金。2年に一回改定。

収支状況は？

介護報酬とは？
→介護保険制度に基づき、介護サービス事業所が利用者に対して提供したサービスの対価

として、市区町村（保険者）から支払われる料金。3年に一回改定。

出典：令和7年度厚生労働省補正予算案の概要 ウェブサイトより加工して作成
https://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/25hosei/index.html

（＊厚労省「2023年度 介護事業経営実態調査」及び福祉医療機構「社会福祉法人レポート」による）

（＊四病院団体協議会「病院経営的調査」による）
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